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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
鬼
と
山
人
―
『
津
軽
口
碑
集
』
を
基
点
と
し
て
―

遍
歴
す
る
医
師
・
内
田
邦
彦

　
―
『
津
軽
口
碑
集
』・
内
田
家
資
料
・「
医
者
の
民
俗
学
」
―

飯 

倉
　
義 

之
　

一
　
内
田
邦
彦
と
は
何
者
か

　

内
田
邦
彦
の
名
を
、
民
俗
学
に
携
わ
る
者
は
ど
こ
か
で
目
に
し
て
い
る

は
ず
だ
。
医
業
の
傍
ら
行
な
っ
た
民
俗
採
集
を
ま
と
め
た
『
南
総
の
俚

俗
』『
津
軽
口
碑
集
』
は
、柳
田
國
男
や
南
方
熊
楠
が
度
々
引
用
し
て
い
る
。

両
書
は
角
川
書
店
『
日
本
民
俗
誌
大
系
』（
以
下
『
大
系
』）
の
関
東
と
東

北
の
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
集
中
、
専
業
の
民
俗
学
徒
で
な
く
し
て

複
数
巻
に
在
す
る
人
物
は
、
他
に
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
内
田
は
近
年

ま
で
謎
の
人
物
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
五
年
に
青
森
県
史
編
さ
ん
委
員
会
民
俗
部
会
と
飯
倉
照
平
氏
が

行
な
っ
た
内
田
家
へ
の
訪
問
調
査
で
、
家
人
へ
の
聴
き
取
り
や
遺
稿
の
検

討
が
な
さ
れ
、
そ
の
人
と
な
り
や
方
法
が
少
し
ず
つ
明
か
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
本
稿
で
は
飯
倉
氏
・
佐
々
木
達
司
氏
と
、
内
田
邦
彦
の
孫
に
当

た
ら
れ
る
仲
村
美
彦
・
み
ゆ
き
ご
夫
妻
の
先
行
研
究
［
飯
倉
二
〇
〇
〇
、

佐
々
木
二
〇
〇
六
、二
〇
〇
七
、
内
田
・
仲
村
二
〇
〇
七
］
に
導
か
れ
つ
つ
、

内
田
邦
彦
と
い
う
特
異
な
民
俗
研
究
者
に
つ
い
て
概
説
し
た
い
。

　

ま
ず
は
内
田
邦
彦
の
経
歴
に
つ
い
て
整
理
し
よ
う
。
内
田
は
一
八
八
一

年
、千
葉
県
長
柄
郡
二
宮
本
郷
村
（
現
・
茂
原
市
）
真
名
の
医
家
、通
称
「
マ

ン
ナ
の
イ
シ
ャ
ド
ン
」
の
家
に
生
ま
れ
る
。
県
立
千
葉
中
学
校
か
ら
金
沢

の
第
四
高
等
学
校
を
経
て
、京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
学
校
に
進
学
。『
大
系
』

略
歴
に
は
早
く
よ
り
柳
田
國
男
に
私
淑
、
大
学
時
代
に
俚
俗
の
採
集
を
始

め
た
と
あ
る
。
文
学
を
志
す
と
主
張
し
、
実
家
と
揉
め
た
こ
と
も
あ
っ
た

ら
し
い
。
曲
折
の
末
、
福
岡
で
医
師
免
許
を
取
得
、
一
九
一
二
年
に
帰
郷

し
開
業
す
る
。
当
時
は
父
親
も
開
業
中
で
あ
り
、「
若
先
生
」
と
し
て
自

由
な
時
間
が
取
れ
た
内
田
は
往
診
の
傍
ら
土
器
・
石
器
の
発
掘
や
民
俗
採

集
を
な
し
、
一
九
一
五
年
に
『
南
総
の
俚
俗
』
を
刊
行
す
る
。

　

同
集
の
好
評
価
を
受
け
、内
田
の
活
動
は
精
力
的
に
な
る
。
一
九
一
九
年
、

マ
レ
ー
に
渡
航
。
こ
の
渡
航
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
白
衣
を
着
て
診
療
所
ら

し
き
場
所
で
撮
っ
た
内
田
の
絵
葉
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
同
年
末
か
翌
二
〇

年
の
年
頭
に
、
津
軽
五
所
川
原
へ
単
身
移
住
。
医
業
の
傍
ら
民
俗
採
集
を
行

な
う
。
こ
の
資
料
が
の
ち
に
『
津
軽
口
碑
集
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
。
同

年
六
月
、
ア
イ
ヌ
調
査
を
志
し
て
樺
太
へ
出
発
。
帰
路
、
海
馬
島
近
く
で
乗

船
箱
崎
丸
が
座
礁
、『
津
軽
口
碑
集
』
草
稿
以
外
の
調
査
資
料
を
失
う
。
当

時
の
新
聞
記
事
（
１
）に

よ
る
と
死
者
一
名
行
方
不
明
者
一
名
、
貨
物
の
全
て
を
失

う
大
惨
事
で
あ
っ
た
。
内
田
は
こ
の
と
き
積
年
の
手
稿
・
記
録
を
失
っ
た
と

書
い
て
い
る
。
マ
ラ
ッ
カ
や
樺
太
の
記
録
は
北
海
の
波
に
消
え
た
。

　

五
所
川
原
で
追
採
集
を
行
な
い
帰
郷
。
一
九
二
九
年
に
『
津
軽
口
碑
集
』

（
郷
土
研
究
社
）を
刊
行
。
柳
田
と
の
交
流
は
こ
の
頃
よ
り
始
ま
っ
た
ら
し
い
。

父
か
ら
医
院
を
受
け
継
い
だ
内
田
は
以
後
遠
出
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
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往
診
先
や
近
隣
で
の
採
集
・
発
掘
は
弛
む
こ
と
な
く
続
け
た
。
ま
た
戦
後
に

は
万
葉
集
の
国
語
学
的
研
究
に
も
意
欲
を
燃
や
し
た
。
一
九
六
五
年
、
茂
原

市
文
化
功
労
賞
受
賞
。
一
九
六
七
年
二
月
二
八
日
、
没
。
享
年
八
五
歳
。

　

同
時
代
に
こ
こ
ま
で
の
移
動
を
し
て
民
俗
採
集
を
行
な
っ
た
研
究
者
は

他
に
な
い
。
ま
し
て
や
内
田
は
医
業
と
い
う
本
業
を
持
っ
て
の
所
作
で
あ

る
。
こ
の
内
田
の
特
異
な
方
法
を
、『
口
碑
集
』
と
、
内
田
家
に
遺
さ
れ

た
資
料
か
ら
探
っ
て
い
く
。

二
　
内
田
家
資
料
と
『
津
軽
口
碑
集
』
の
方
法

　

二
〇
〇
五
年
の
訪
問
に
よ
り
、
内
田
邦
彦
の
遺
稿
の
全
貌
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
こ
の
仲
村
家
家
蔵
資
料
は
、［
佐
々
木
二
〇
〇
六
］に
倣
っ
て「
内

田
家
資
料
」
と
称
す
る
（
２
）。

　

一
方
の
『
津
軽
口
碑
集
』（
以
下
『
口
碑
集
』）
は
総
頁
数
二
三
四
頁
、「
序
」

「
凡
例
／
地
名
解
／
人
物
略
伝
」「
童
話
伝
説
」「
俚
諺
」「
雑
事
」「
童
戯
」

「
歌
謡
」「
年
中
行
事
」
の
各
部
か
ら
成
る
。
こ
の
両
資
料
か
ら
、
内
田
の

民
俗
採
集
に
お
け
る
方
法
の
特
徴
を
二
点
指
摘
す
る
。

　

ま
ず
一
点
は
、〈
こ
と
ば
〉
に
対
す
る
感
受
性
で
あ
る
。『
口
碑
集
』
は

全
体
に
、「
雑
事
」
に
多
少
の
ス
ケ
ッ
チ
は
挟
ま
れ
る
も
の
の
、
居
留
者

が
も
っ
と
も
採
集
し
や
す
い
は
ず
の
物
質
文
化
の
記
述
が
少
な
い
。「
童

話
伝
説
」
に
口
承
文
芸
資
料
を
、「
俚
諺
」
に
は
言
い
回
し
・
俗
信
を
収
め
、

「
雑
事
」
に
は
信
仰
・
儀
礼
な
ど
民
俗
事
象
、
食
物
・
鳥
・
茸
の
名
称
と

利
用
法
、そ
し
て
「
津
軽
こ
と
ば
」
の
分
析
を
配
し
て
い
る
。「
童
話
伝
説
」

の
掲
載
話
は
多
く
が
文
語
文
だ
が
、
数
話
で
方
言
の
語
り
の
再
現
が
試
み

ら
れ
、「
俚
諺
」
で
は
諺
・
言
い
回
し
を
用
い
て
村
内
の
逸
話
や
人
物
評

価
の
基
準
と
い
っ
た
意
識
ま
で
を
も
記
述
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
内
田

家
資
料
に
残
る
『
南
総
雑
事
』
が
俚
諺
・
俗
信
の
集
成
で
あ
り
、
ま
た
晩

年
に
万
葉
集
の
国
語
学
的
研
究
を
志
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
内
田
は
あ
く
ま
で
も
〈
こ
と
ば
〉
の
採
集
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
精
髄

と
し
て
「
俚
諺
」
が
あ
り
、修
飾
さ
れ
た
〈
こ
と
ば
〉
と
し
て
「
童
話
伝
説
」

が
あ
る
。「
雑
事
」
は
そ
の
〈
こ
と
ば
〉
を
直
截
に
収
録
し
た
部
で
あ
る
。

そ
し
て
内
田
の
興
味
は
〈
こ
と
ば
〉
そ
の
も
の
よ
り
も
、〈
こ
と
ば
〉
に
よ
っ

て
の
み
表
象
さ
れ
う
る
よ
う
な
心
意
の
領
域
に
あ
っ
た
。
内
田
の
い
う「
口

碑
」
や
「
俚
俗
」
は
「
口
承
文
芸
」
の
同
義
語
で
は
な
く
、そ
う
し
た
〈
こ

と
ば
〉
の
あ
り
よ
う
の
総
体
を
指
す
語
で
あ
る
は
ず
だ
。

　

も
う
一
点
は
、
話
者
の
デ
ー
タ
が
当
時
と
し
て
は
詳
細
に
提
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。『
口
碑
集
』
巻
頭
の
「
地
名
解
」
で
は
、
字
ご
と
の
話

者
数
を
男
女
別
に
識
字
能
力
の
有
無
を
注
記
し
て
挙
げ
、
続
く
「
人
物
略

伝
」で
は
主
要
な
六
人
を
挙
げ
て
謝
意
を
表
し
て
い
る
が
、そ
こ
で
は
生
年
・

生
地
の
他
に
「
問
わ
れ
れ
ば
滞
り
な
く
答
う
」「
故
事
に
通
じ
、漁
に
堪
能
」

と
い
っ
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
や
、「
元
は
漁
夫
と
ぞ
」
と
い
っ
た
生
活
歴

の
提
示
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
は
現
在
で
は
当
然
と
も
思
え
る
話
者
へ
の
ま

な
ざ
し
で
あ
る
が
、
同
時
代
を
見
渡
し
た
と
き
、
こ
の
よ
う
な
ま
な
ざ
し

を
話
者
に
向
け
て
い
た
研
究
者
は
い
な
か
っ
た
。
当
時
の
郡
や
旧
国
を
単

位
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
昔
話
研
究
が
話
者
に
向
け
て
い
た
、〈
伝
承
の

容
れ
物
〉
と
も
言
い
え
る
伝
承
者
観
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。

　

こ
う
し
た
話
者
へ
の
注
目
は
、
内
田
家
資
料
に
も
色
濃
く
表
れ
る
。
内
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田
家
資
料
で
は
話
者
各
人
を
略
号
で
整
理
し
て
資
料
に
重
ね
、
そ
の
〈
こ

と
ば
〉
を
誰
が
知
り
誰
が
使
う
の
か
の
分
析
を
試
み
て
い
る
。
そ
れ
は
平

坦
な
「
地
域
」
で
は
な
く
、「
話
者
」
の
一
人
ひ
と
り
を
通
し
て
、
南
総

に
お
け
る
諺
・
俗
信
の
あ
り
よ
う
を
把
握
す
る
試
み
で
あ
る
だ
ろ
う
。

三
　「
医
者
の
民
俗
学
」
と
い
う
一
つ
の
回
路

　

以
上
の
よ
う
に
内
田
邦
彦
の
手
つ
き
や
ま
な
ざ
し
は
独
自
の
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
独
自
性
は
、
内
田
の
生
業
で
あ
る
「
医
学
」
か
ら
発
す
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
る
。
内
田
が
箱
崎
丸
の
事
故
で
失
っ
た
と
す
る

積
年
の
手
稿
の
う
ち
に
「
脚
気
図
録
」
の
名
が
見
え
る
。
内
田
に
と
っ
て

民
俗
採
集
は
、
医
業
と
並
行
し
て
行
な
わ
れ
る
べ
き
い
と
な
み
で
あ
っ
た
。

　

内
田
が
津
軽
五
所
川
原
を
採
集
地
に
選
ん
だ
の
は
、
二
つ
の
理
由
が
あ

る
。
一
つ
は
五
所
川
原
に
は
一
九
一
八
年
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
、
鉄
道
の

本
州
最
北
端
と
な
っ
て
い
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
五
所
川
原
に
勤
務
医

と
し
て
在
籍
し
う
る
何
ら
か
の
つ
て
が
存
在
し
た
ら
し
い
こ
と
に
あ
る
。

佐
々
木
達
司
氏
は
、
五
所
川
原
の
「
増
田
医
院
」
の
当
時
の
院
長
・
増
田

貢
は
千
葉
医
大
に
学
び
、
一
八
八
二
年
生
と
内
田
と
歳
も
近
い
た
め
、
県

医
師
会
な
ど
を
通
じ
て
内
田
が
な
ん
ら
か
の
働
き
か
け
を
行
な
っ
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
た
（
３
）。

　

柳
田
が
「
郵
便
」
や
「
雑
誌
」
と
い
う
近
代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い

て
民
間
伝
承
の
学
を
組
織
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
内
田
も
「
病
院
」

や
「
鉄
道
」
と
い
っ
た
近
代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
〈
こ
と
ば
〉
と

民
俗
の
採
集
を
試
み
て
い
た
。

　

ま
た
内
田
の
特
徴
で
あ
る
、
話
者
個
別
の
生
活
歴
や
転
居
歴
の
詳
細
な

デ
ー
タ
化
は
、
医
師
の
カ
ル
テ
の
方
法
と
も
通
底
す
る
。
そ
し
て
内
田
が

千
葉
・
マ
レ
ー
・
津
軽
・
樺
太
と
遍
歴
し
て
民
俗
採
集
を
行
な
い
得
た
根

底
に
は
、
医
学
と
い
う
近
代
の
技
術
に
対
す
る
自
信
と
、
国
や
地
域
が
変

わ
ろ
う
と
も
人
間
存
在
の
生
物
学
的
基
礎
は
不
変
で
あ
る
と
い
う
医
学
者

の
確
信
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。

　

内
田
の
こ
の
よ
う
な
い
と
な
み
を
ふ
ま
え
て
、「
医
者
の
民
俗
学
」
と

も
名
づ
く
べ
き
態
度
に
つ
い
て
触
れ
て
、
ま
と
め
と
し
た
い
。

　

地
方
在
住
の
医
師
に
は
し
ば
し
ば
趣
味
的
に
郷
土
史
を
嗜
む
人
が
見
ら

れ
る
。
地
方
在
住
の
民
俗
学
研
究
者
に
も
、
医
師
を
生
業
と
し
た
人
は
多

い
。
柳
田
が
岩
手
日
報
の
談
話
［
柳
田
一
九
五
三
］
で
軽
口
す
る
よ
う
に
、

医
者
は
名
士
で
教
養
と
金
と
暇
が
あ
る
か
ら
だ
、
と
い
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま

で
の
話
だ
が
、
そ
れ
で
も
「
な
ぜ
そ
こ
で
民
俗
学
な
の
か
」
と
い
う
疑
問

は
埋
ま
ら
な
い
。

　

医
者
が
民
俗
学
を
志
す
の
は
、
そ
れ
が
医
師
の
日
常
の
い
と
な
み
と
親

和
性
を
持
つ
か
ら
と
考
え
る
。
医
師
の
診
察
室
に
お
け
る
触
診
・
問
診
と

い
う
み
ぶ
り
を
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
身
体
・
生
活
、
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

に
ま
で
分
け
入
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
読
み
替
え
る
と
、
民

俗
学
と
の
共
通
性
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
回
路
か
ら
、
医
者
が

「
郷
土
」
や
「
人
間
」
に
興
味
を
持
っ
て
世
界
を
見
渡
し
た
と
き
、
そ
の

道
具
立
て
と
し
て
「
民
俗
学
」
が
発
見
さ
れ
る
。「
人
は
な
ぜ
民
俗
学
を

志
す
の
か
」
と
い
う
問
い
を
立
て
た
と
き
、
そ
の
入
り
口
の
一
つ
に
こ
う

し
た
「
医
者
の
民
俗
学
」
が
想
定
で
き
る
（
４
）。
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そ
れ
で
何
だ
、
単
に
ト
リ
ビ
ア
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
意
見
も
出
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
決
し
て
些
末
な
知
識
な
ど
で
は
な
い
。

報
告
者
が
ど
の
よ
う
な
入
り
口
か
ら
、
何
を
目
的
と
し
て
「
民
俗
学
」
と

い
う
道
具
立
て
を
選
択
し
た
か
が
明
ら
か
と
な
る
こ
と
で
、
資
料
批
判
が

よ
り
意
味
を
持
っ
て
く
る
。
そ
し
て
こ
の
問
い
は
、
民
俗
学
に
は
何
が
で

き
る
か
、
何
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
、
民
俗
学
の
可
能
性
を
模

索
す
る
問
い
で
も
あ
る
は
ず
だ
。

　

学
史
は
常
に
い
ま
・
こ
こ
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
を
拓
い
て
ゆ
く
に
書
か
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
内
田
邦
彦
の
示
唆
す
る
可
能
性
は
、大
き
い
。

注（
１
）	

仲
村
み
ゆ
き
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た『
樺
太
日
日
新
聞
』に
よ
る
。

（
２
）	

内
田
家
資
料
の
判
読
は
現
在
、
仲
村
ご
夫
妻
の
ご
協
力
の
下
、
飯

倉
照
平
氏
の
協
力
を
得
て
論
者
が
試
み
て
い
る
。
同
資
料
は
お
お

よ
そ
以
下
の
通
り
。
①
『
南
総
雑
事
・
俚
諺
』
草
稿
／
②
『
南
総

雑
事
・
俚
諺
補
遺
』
草
稿
／
③
『
南
総
雑
事
』
草
稿
／
④
『
総
南

口
碑
集
』
草
稿
／
⑤
『
青
楓
雑
記
帳
』
草
稿
／
⑥
万
葉
集
研
究
草

稿
／
⑦
歌
集
草
稿
。
う
ち
⑤
の
一
部
は
［
内
田
・
仲
村
二
〇
〇
七
］

と
し
て
活
字
化
さ
れ
た
。

（
３
）	

佐
々
木
達
司
氏
の
ご
教
示
及
び
［
佐
々
木
二
〇
〇
七
］
に
よ
る
。

（
４
）	

近
年
で
は
こ
の
タ
イ
プ
の
「
医
者
の
民
俗
学
」
者
と
し
て
、
佐
賀

純
一
を
挙
げ
う
る
。
佐
賀
は
地
域
医
と
し
て
の
ま
な
ざ
し
か
ら
土

浦
近
辺
を
叙
述
し
［
佐
賀
一
九
九
二
、一
九
九
三
］、
ま
た
診
察
・

往
診
と
い
う
い
と
な
み
か
ら
、
患
者
で
あ
る
元
博
徒
の
老
人
よ
り

長
大
で
ご
く
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
聴
き
取

り
を
行
な
い
得
て
い
る
［
佐
賀
一
九
八
九
］。
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